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11 月 30 日（月）13:00～13:20，FCE2020 に向けて作成し，掲示した土のう袋の贈呈式を行い

ました。被災地へ土のうを送るプロジェクト三重県支部の古澤さんに，児童代表の児童会会長水谷

颯太さんが校長室で 171 枚の土のう袋を手渡しまし

た。バイオレットアイリスの選手が描いた土のう袋

10 枚も含まれています。 

今年度は，被災することがほとんどなく，三重県

支部の方で土のう袋をストックしていただき，必要

な時が来たら被災地へ送ってもらうことになってい

ます。 

被災地で復興を直接手伝うことができないけど，

土のう袋を使用する方々が土のう袋に書かれたメッ

セージを見て少しでもつながりを感じ，元気になっ

てくれればいいと思って取り組み続けています。 

 

 

 

 

長年にわたり学童保育をお世話いただいていた「ながさわ保育園」が令和 3 年 3 月末で学童保

育の経営から退くことになりました。4 月からは別の業者が学童保育を担当する予定です。これに

伴い，4 月から学童保育の場所が深伊沢小学校内別館「旧幼稚園舎」に変更となる予定です。 

令和 3 年 1 月から別館の改修工事を始め，4 月当初には施設が使用できるようにする予定となっ

ています。改修工事の内容としては，エアコン設置・トイレ改修・雨漏り修理などです。別館改修

工事が始まると別館周辺に立ち入ることができなくなります。また，4 月以降，学童使用時間（平

日の放課後，土曜日）は中庭（本館と別館の間）が，自動車等の駐車ができなくなります。駐車場

については，学童送迎用駐車場として，学校近隣で駐車スペースを確保する方向で調整を進めてい

ます。 

 

 

深 伊 沢 小 学 校 通 信 
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深伊沢小学校 学校教育目標 
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 12 月 3 日（木）5 限，12 月のステップ学習を行い，14 名の学習ボランティアさんのお世話にな

りました。児童はどの学年も算数の基礎・基本プリントを自分のペースで取り組みました。 

  

 

 12 月 1 日（火）18:00～19:00，第 5 回学校運営協議会を行いました。コロナ禍の中取り組んで

きた学校行事の様子を伝え，今後の学校行事の在り方について熟議しました。具体的には 3 学期の

「6 年生を送る会」「卒業式」今年度実施できていない「授業参観」の 3 つについて熟議しました。   

実施可能な行事は，時間短縮や参加人数制限等の工夫をして実施すること，コロナの感染状況を

的確に把握し，子どもの安全を第一に考えることを確認しました。実施予定をしていても状況次第

では，規模縮小または中止もあり得ると考えています。 

それぞれの行事の内容については，担当する教職員とともに考えていきます。今までとは異なる

形態となるかもしれませんが，ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

コロナウイルス感染症の第３波を乗り越え，終息をめざして各自ができることを実施するしかあ

りません。手洗い・うがい，アルコール手指消毒，マスク着用，換気，ソーシャルディスタンス等

今まで実施してきたことをきちんと行い，最大限の自己防衛を行っていきましょう。 

ステップ学習 

第 5回学校運営協議会 


